
コーティングの選択も重要で、ダイヤモンド・ライク・カー
ボン（ＤＬＣ）なども利用される（写真提供：住友電工）

ボ
ー
イ
ン
グ
「
７
８
７
」
の
主
翼
は
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
一
体
成

形
で
、
片
翼
だ
け
で
５
万
カ
所
の
穴
あ
け
を
行
う
と
い
う

ドリル穴あけ
‐省エネに貢献し

　
先
端
材
料
が
惜
し
み
な
く
使

わ
れ
る
航
空
機
分
野
で
は
、
軽

量
化
や
耐
久
性
向
上
を
狙
い
難

削
材
が
多
数
使
わ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
に
も
チ
タ
ン
系
合
金
や
エ

ン
ジ
ン
部
品
と
し
て
イ
ン
コ
ネ

ル
や
ハ
ス
テ
ロ
イ
と
い
っ
た
ニ

ッ
ケ
ル
系
合
金
が
使
わ
れ
て
き

た
。

　
熱
に
強
い
、
引
っ
張
り
強
度

が
高
い
な
ど
の
性
質
は
そ
っ
く

り
加
工
の
難
し
さ
に
つ
な
が

る
。
切
削
抵
抗
の
大
き
さ
、
熱

伝
導
率
の
低
さ
な
ど
か
ら
刃
に

損
傷
が
起
こ
り
や
す
い
と
さ
れ

る
。

　
対
策
と
し
て
ド
リ
ル
に
対
し

て
は
刃
の
形
状
や
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
ク
ー
ラ
ン
ト
の
供
給
方
法

な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
決
め
手
と

し
て
何
か
と
注
目
な
の
は
炭
素

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ

。
単
位
重
量
当
た
り

の
強
度
が
鉄
の

倍
と
さ
れ
、

自
動
車
部
品
な
ど
へ
の
利
用
拡

大
も
見
込
ま
れ
る
。
た
だ
、
こ

ち
ら
は
穴
あ
け
の
際
に
バ
リ
が

出
や
す
く
工
具
摩
耗
が
激
し

い
。
ド
リ
ル
が
突
き
抜
け
る
際

な
ど
に
穴
の
周
辺
を
む
し
り
取

る
デ
ラ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
起
こ

る
な
ど
金
属
と
は
異
な
る
性
質

を
持
つ
。
刃
の
切
れ
味
の
持
続

を
図
る
た
め
、
刃
先
形
状
の
改

良
な
ど
の
ほ
か
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
チ
ッ
プ
の
採
用
例
が
目
立

つ
。

難
削
材
も
Ｏ
Ｋ

微
細
化
一
段
と

　
部
品
の
小
型
化
・
高
密
度
化

が
進
み
、
ド
リ
ル
に
対
す
る
微

細
化
ニ
ー
ズ
も
強
ま
っ
て
い

る
。
ド
リ
ル
に
よ
る
小
径
加
工

と
し
て
は
、
プ
リ
ン
ト
基
板
の

穴
あ
け
が
知
ら
れ
る
。
医
療
機

器
や
燃
料
噴
射
ノ
ズ
ル
、
半
導

体
の
精
密
搬
送
装
置
用
ノ
ズ

ル
、
微
細
化
が
進
む
紡
糸
機
械

の
口
金
の
ノ
ズ
ル
加
工
に
も
ド

リ
ル
は
利
用
さ
れ
る
。

　
放
電
加
工
や
レ
ー
ザ
ー
加
工

に
比
べ
、
ド
リ
ル
加
工
は
被
加

工
物
表
面
に
与
え
る
影
響
が
少

な
い
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
小
径

化
す
る
と
著
し
く
工
具
の
強
度

が
下
が
り
、
加
工
そ
の
も
の
の

難
易
度
が
増
す
。

　
現
在
は
直
径
１

前
後
の

穴
加
工
は
ド
リ
ル
を
使
う
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
以
下
の
径
の
ド

リ
ル
も
市
販
さ
れ
て
い
る
が
、

使
い
こ
な
し
に
は
技
術
と
経
験

を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
ド
リ
ル

の
微
細
穴
あ
け
を
専
門
と
す
る

企
業
も
存
在
す
る
。
専
用
機
を

用
い
る
と
は
い
え
、
目
的
に
沿

っ
た
工
具
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
か

ら
仕
上
げ
ま
で
、
ま
さ
に
職
人

技
の
世
界
だ
と
い
う
。

航空機の軽さ・強さ実現に一役

ノウハウ蓄積進む
技
で
先
端
支
え
る

　先ごろ、日本に初飛来したボーイング
「 」。エアバスの「Ａ 」と並び、
次世代航空機の中核としての期待は高
く、初搭乗のチケットが即座に売り切れ
た。
　Ａ が２階建てで 人の搭乗が可能
な超大型機であるのに対し、 は座席
数 を切る中型機。新鋭エンジン搭載
に加え、機体を軽量化し燃費を従来機に
比べて約 ％向上した。二酸化炭素排出

量も約 ％減少したという。機体に占め
る炭素繊維強化プラスチック（ＣＦＲ
Ｐ）の割合をＡ よりも多い約 ％に
高めた。
　ＣＦＲＰは難加工性に加え、鉄と比較
して一ケタ高いコストが普及を阻んでい
る。ただ、その軽さ、強さは魅力的だ。
遠からず自動車にも積極的に利用される
ことだろう。
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